
 

 

 

 

 

 

 

 

新年明けましておめでとうございます。こ

の年末年始は、インフルエンザが大流行して

いましたが、うがい・手洗いなどの感染予防

対策を徹底し、健康に気を付けて、元気に過

ごしましょう。 

さて、皆さんは元日に新聞を読みました

か。元日発行の新聞は、各紙とも正月ならで

はの企画記事や分冊（別刷り）にして各種テ

ーマを展開するなど、厚くなっています。今

年の元日の 1面を飾った記事を見出しで紹介

します。読売新聞は「中国 宮古海峡で封鎖

演習」、朝日新聞は「つながり 耕す 能登

と一緒に」、毎日新聞は「デジタルで問う

『真の民意』」、日本経済新聞は「備えよ日本 

強まる自国第一」、産経新聞は「別姓 小中

生の半数反対」、東京新聞は「能登半島地震 1

年」でした。昨年末は、日本国内では大きな

事件・事故がなかったこともあり、元日の新

聞各社で 1面に取り上げられた内容は異なっ

ていました。 

皆さんは普段、どのようにしてニュースや

情報を得ていますか？スマートフォンやパソ

コンを使ってインターネットで調べる人もい

れば、新聞を読んでいる人もいるでしょう。

それぞれの方法には、それぞれの良さがあ

り、その違いについて考えてみます。 

まず、インターネットの利点についてで

す。インターネットは、何と言っても情報の

速さが魅力です。世界中で起こっている出来

事をリアルタイムで知ることができます。例 

 

 

 

 

 

 

 

 

えば、スポーツの試合結果や天気予報、最新

のニュースなど、瞬時にアクセスできるのは

大きなメリットです。また、インターネット

には多様な情報源があり、自分の興味や関心

に合わせて情報を選ぶことができます。動画

や画像、SNSなど、視覚的にも楽しめるコン

テンツが豊富なのも特徴です。 

しかし、インターネットには注意すべき点

もあります。情報の信頼性です。インターネ

ット上には、正確でない情報や誤った情報が

混在しています。特に SNSでは、個人の意見

や噂が広まりやすく、真実と虚偽を見分ける

のが難しいことがあります。そのため、情報

を得る際には、信頼できるサイトや公式の情

報源を選ぶことが大切です。また、インター

ネットの利用時間が長くなると、健康面や学

業への影響も考えなければなりません。 

では、新聞の利点はどうでしょうか。新聞

は、長い歴史を持つ情報源であり、その信頼

性は高いです。新聞社は、情報を収集し、編

集し、内容の正確さを確認する過程を経て記

事を掲載し、発行しています。そのため、正

確で信頼性の高い情報を得ることが可能とな

ります。また、新聞を読むことで、文章をじ

っくりと理解し、考える力を養うことができ

ます。紙面を通じて、社会の様々な問題につ

いて深く考える機会を持つことができること

も、新聞の大きな魅力です。 

ここで、新聞のもう一つの重要な点につい

て触れたいと思います。それは、発行元によ

正確な情報を選び取る力を身に付ける 
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って同じニュースでも表現が異なることで

す。新聞社はそれぞれ異なる編集方針や視点

を持っており、同じ出来事についても異なる

角度から報道することがあります。例えば、

政府の政策に対して、ある新聞社は批判的な

立場で報道し、別の新聞社は同じ政策を好意

的な立場で報道していることがあります。こ

のように、新聞を読む際には、複数の情報源

を比較し、異なる視点を理解することが重要

です。これにより、よりバランスの取れた見

方を養うことができます。最新のニュースを

知るにはインターネットに比べて時間がかか

りますが、それでも、新聞を読む習慣を持つ

ことは、情報を深く理解し、自分の考えを整

理する上で非常に有益です。 

インターネットと新聞のどちらが優れてい

るかを一概に決めることはできません。それ

ぞれの利点と欠点を理解し、状況に応じて使

い分けることが大切なのです。例えば、最新

のニュースをすぐに知りたいときはインター

ネットを活用し、深く考えたいテーマについ

ては新聞を読むなど、自分に合った方法、情

報源に合った方法を見つけてください。 

情報を得る手段が多様化する現代におい

て、皆さんには批判的な思考力を持ち、正確

な情報を選び取る力を身につけてほしいと思

います。これからも、学びの中で様々な情報

に触れ、自分の視野を広げていってくださ

い。 

新しい年が皆さんにとって素晴らしい一年

となりますように。 

 

 

 

 

12月 17日（火）に、1年生が普通救急救

命講習に参加しました。体育館で、急病人に

遭遇した際の、人工呼吸、心臓マッサージ、

ＡＥＤによる対応について学びました。救急

車が到着するまでの対応が、命を救う行動に

繋がります。実際の場面に遭遇しないほうが

いいのですが、もしもの場合にとっさに行動

できるよう、学んだことを身に付けておきま

しょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

11月 19日（木）に 1年生が、フェンシン

グの体験授業を行いました。講師には、東京

2020大会で日本がフェンシング競技で初の金

メダルを受賞した男子団体エペのメンバーで

ある、宇山賢さんをお招きしました。また、

現役の日本代表の村山健太郎選手と中島恒選

手には、デモンストレーションを行っていた

だきました。実戦を見せていただいた後に、

スマートフェンシングという入門用のセット

を使って、実際にフェンシングを全員が体験

しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

12月 20日（金）に「鎌倉探訪」を実施し

ました。「なぜ、鎌倉には観光客が集まるの

か」を共通のテーマに、班ごとの仮説を立証

する目的がありました。訪問した施設で調査

したり、外国からの観光客にインタビューし

たりして、仮説の検証を行いました。当日は

インフルエンザ等の影響もあり、残念ながら
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欠席の人もいましたが、目標の一つである、

「班員全員で協力して班行動を成功させよ

う！」は達成できたでしょうか？この経験を

３年生での「長崎探訪」につなげましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜バドミントン部＞ 

渋谷区冬季大会 個人戦 

【男子】 

ダブルス  大石・大久保ペア 優勝 

      加藤・関根ペア 準優勝 

      細沢・澤ペア 第 3位 

シングルス 関根 悠真 優勝 

      大石 優人 ジュリアン 準優勝 

      大久保 吏紗 第 3位 

【女子】 

ダブルス  安達・蔵合ペア 準優勝 

      浅野・小黒ペア 第 3位 

      稲垣・升ペア  第 3位 

シングルス 小黒 希々果 準優勝 

 

＜薬物乱用防止ポスター・標語展＞ 

【ポスターの部】 

最優秀賞   ２年 林 澄一 

入賞（区長賞）２年 本山 結愛 

ライオンズ賞 ２年 升 ひより 

佳作     ２年 加藤 和杜 

佳作     ２年 松丸 賢太 

佳作     ２年 大島 瑞季 

【標語の部】 

入賞（区長賞）３年 曳地 清孝 

佳作     ３年 田代 怜 

 

 

＜税についての作文＞ 

渋谷税務署長賞 ３年 髙藤 結心 

渋谷納税貯蓄組合連合会優秀賞 

        ３年 鈴木 隆之介 

入選      ３年 浅場 裕翔 

入選      ３年 今川 慶 

入選      ３年 鈴木 結大 

 入賞・入選した作文は、渋谷納税貯蓄組合

連合会の広報誌に掲載が予定されています。 

 

 

 

 

 

７日（火）冬季休業日終 

８日（水）全校集会 

10日（金）面接指導(3) 

14日（火）避難訓練 

15日（水）専門・中央委員会 

17日（金）JOCオリンピック授業(2) 

17日（金）ＳＡＭＳ協議会 

19日（日）しぶやニュー駅伝 

22日（水）研修会・研究授業(1) 

24日（金）英語検定 

25日（土）渋谷区生徒会交流会 

27日（月）生徒会朝礼 

31日（金）漢字検定 

 

部活動・文化活動の表彰 1 月の主な予定 


